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 Reading Change-rae Lee’s The Surrendered as war literature



























































乗る。彼女は“she ran for her life”（31）つまり自分の人生を生きるために走ったのである。この
場面は作中でもきわめて重要である。それは作品の最終ステージで47歳の臨終のジュ ンーが、“She 

















































いわば全編のまとめ役として出てくるソルフェリー ノの戦いを描いた本 A Memoire of Solferino10は、
このことをより明瞭にする役割を果たしている。後に詳述するが、これはシルヴィー が両親から与え
られた戦争の記録であり、シルヴィー からジューンへ、ジューンからその息子ニコラスへと渡され、
















周りの難民たちは、いずれも“all chronically weary and hungry”（7、下線部筆者、以下同）
で“nothing on hand to eat”（9）という状態だ。その難民たちが農家に押し寄せ、食料を見つけ
暴力的に奪取するのに加わるジュ ンーもまた、“She felt hollowed with hunger and weariness”（10）
という状態なのだ。こうした「飢え」が彼女に誓わせるのは、決して飢えることのない人生である。
Hadn’t  she made that very pact a hundred times, a thousand times, when she was 
marching on the dismal road?  Let me eat until I can’t, let me fill this infinite cave, and I’ll 





















It was almost laughably ironic, that the cancer should be in her stomach.  That she 





The hunger.  It had come for June again.  …She knew that hunger would clarify 
her mind, strip away all extraneous thought, and leave her with the focus of pure, 

























ヘンを常習させる。孤児院で宣教師の夫の片腕として働くシルヴィー が感じる虚しさ“the growing 
rime of hollowness “（220）は日々大きく心を占めるようになり、「飢え」は“no longer had an 
understanding of hunger, a full of barley rice as significant to her as if it were mounded with 
pebbles.” （220）もはや食のレベルを越えてしまったわけである。かつて満洲にいた時、シルヴィー
は家庭教師のリー と肉体的な接触を持っており、そのリー が彼女の両親とともに目前で拷問され殺








クターが現れた時、食が細くなって弱っていたシルヴィー はヘクターに、“I’m so terribly thirsty. 




…..she had spent the previous four nights in Hector’s bed, neither of them sleeping at 
all, he drinking and she drugging herself in alternation with their lovemaking, which for 
Hector was a revelation, this woman whose sexual hunger was both a plea and a hazard
….（322）
二人が性交渉にそれぞれ酒と薬物を必要とするのは、両者ともに抱いている「飢え」が深刻で
充足できないものだからである。しかもこの時彼女が彼と性関係に至ったのは、“the grave force 
of both will and surrender”　（323） 身をゆだねて従うとする意思の力によるのである。こうしてシ













だその条件は、“he was becoming a willing subject himself, someone who had indeed begun 




ジューンに与え、ジューンが息子に渡した A Memory of Solferinoの舞台だ。ここに息子がいる
と信じるジューンは道中急速に体調を崩し、ヘクターはかつてのようにジューンの保護と介護をする
羽目に至る。この時はじめて、ヘクターは自責の念にとらわれ、“He wanted his own sentence … 
35戦争文学として読むチャンネ・リー の『降伏せしもの』







　ヘクターは、この世ではだれもが救われるが、問題はその救いが“…frailty, infirmity.  It 
expired too soon.”（479）脆弱ですぐに失われてしまうことだと考える。彼の大切に思っていた人
間はみなそうやって消え失せた。シルヴィー との関係もそうだ。彼はシルヴィー が“…you’re like 
me.  You’re frail and selfish, but you’re reckless, too.”（472）もろくて利己的だけれども向う
見ずという、自分と共通したものを持つがゆえに彼女を愛したのだが、若かったヘクターは彼女の
性的な「飢え」を自分への愛と誤読した。彼女は “offering herself to his pure and towering 

























決めた時である。シルヴィー はジューンに別れを告げて本を与えるが、ジューンは “And so this is 
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まるで “Look at us….We were never divine.”（195）われらを見よ、われらは神ではないと一斉
に言っているように感じられる。１３歳のシルヴィー にこう感じさせた同じ光景が、６０年以上を経て
ジューンとヘクターの前にあるのだ。これが最終シーンである。ヘクターに抱えられて納骨堂の中へ
入ったジュ ンーはもう目が見えず、並んでいる骸骨を “It must be beautiful.  Is it beautiful?”（483）


























3 第 1 作がペンフォー クナー賞、第 2 作がアジア系アメリカ文学賞（Asian American Literary Award）、
第 3 作は Asian/Pacific American Award for Literature、第 4 作がピューリツァ賞最終候補および




6 1859 年 6 月24日、フランス・イタリア連合軍とオーストリア帝国軍の戦闘。４万ともいわれる大勢の戦
死者が出た激戦であった。










11 Wenying Xu, “Introduction”, pp2-3.　
12 筆者はすでに、1994 年の論文でフィリピン系アメリカ作家の Jessica Hagedorn分析をする際に、「「食
べる」ことと「飢える」ことの意味」というタイトルのもとにこの方法を取っており、これがアジア系ポスト
コロニアル文学に有効な分析視点だと考えてきた。「Jessica Hagedornの Dogeatersを読む―「食べ
る」ことと「飢える」ことの意味」AALA Journal No.1, 1994. 68-74. 
13 Michiko Kakutaniは New York Timesの書評で、Juneと息子の関係や Hectorとの別れがはっきりせ
ず、Hectorは人間というよりもシンボルのように描かれているという欠陥にもかかわらず、この作品は高く
評価できるとしている。











38 河 原 崎 や す 子
【参考文献】
Choi, Chungmoo, “The Politics of War Memories toward Healing.” T. Fujitani et.al.,eds., Perilous 
Memories—The Asia-Pacific War（s）.  Durham & London: Duke University Press, 2001. 
pp.395-409
Chu, Kandice, imagine otherwise—on Asian American critique.  Durham & London, Duke University 
Press, 2003.
― ,“Discomforting Knowledge, or, Korean “Comfort Women” and Asian American Critical 
Practice”  Journal of Asian American Studies, Vol6, No.1, 2003.
Kakutani, Michiko, “Lives Scarred by Horrors of Korean War” The New York Times, March 9, 2010.
Lee, Chang-Rae, Native Speaker.  New York: Riverhead 1995. 
― , A Gesture Life.  New York: Riverhead, 1999.
― , The Surrendered.  New York: Riverhead, 2010
Lee, Young-Oak.  “Language and Identity: An Interview with Chang-rae Lee.”  Amerasia Journal, 
Vol.30 No.1, 2004.　pp.215-227.
Rafferty, Terrence, “Death Pursues Her” The New York Times Sunday Book Review, March 12, 
2010.
Shigematsu, Setsu & Camacho, Keith L., eds., Militarized Currents—Toward a Decolonized Future 
in Asia and the Pacific.  University of Minnesota Press, 2010.
Wood, James, “Keeping It Real̶Conflict, convention and Chang-rae Lee’s The Surrendered.”  New 
Yorker, March 15, 2010.
Xu, Wenying, Eating Identities̶Reading Food in Asian American Literature. University of Hawaii 
P., 2008.
河原﨑やす子「フィリピン系文学にみる日本の植民統治」小林富久子監修『憑依する過去―アジア系
アメリカ文学におけるトラウマ・記憶・再生』、金星堂、2014 年、44-61 頁。
小林英夫『<満洲 >の歴史』講談社現代新書、2008 年。
小林富久子 「トラウマ文学としてのコリア系「慰安婦小説」―『コンフォー ト・ウーマン』『最後の場所で』」
『憑依する過去―アジア系アメリカ文学におけるトラウマ・記憶・再生』、95-113 頁。
サトウ、ゲイルほか『アジア周縁から見たアメリカ1850~1950』彩流社、2010 年。
村山瑞穂「アイデンティティと階級の相克を越えて―チャンネ・リー の『ネイティヴ・スピーカー』はネオ
リベラル小説か」吉田廸子ほか『タ ミーナル・ビギニング―アメリカの物語と言葉の力』論創社、
2014 年、172－190 頁。
山岸信一『キメラ―満洲国の肖像　増補版』中公新書、2004 年。
